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はじめに

岡山県産の規格外果物を使用し
たアイスクリーム

・Okayammy Ice Cream

Okayama(岡山)＋yummy(おいしい)​

・桃、いちご、マスカットの3種類



活動目的

農家と連携して規格外果物を低価格で仕入れ、それを

地元企業と協同で商品化し、地域イベントで販売する。

この活動によって、食品ロスを削減するとともに、地域

資源の有効活用や地域社会への貢献を目指す。

また、我々自身も販売の仕組みなど、ビジネスの実践

的な学びを深めることを目的とする。



活動内容

企画

岡山県産の果物（規格外）を使用した商品
を開発・イベントでの販売

＝食品ロス削減，岡山市の魅力発信

協働相手：株式会社クォーテーションマーク

× nopak

仕入れ

↓

加工作業

↓

試食

↓

販売

岡山市の規格外の果物を使用し製作した商
品を販売することで、イベントの参加者に自
分たちが生活する岡山市の魅力や規格外果物
に関する様々な問題について考える機会をつ
くるため



活動内容（仕入れ）

2024/08/08 桃受け取り

2024/08/26 冷凍いちご受け取り

2024/10/07 マスカット受け取り

桃・ぶどう農家（高木農園/高木様）



活動内容（加工作業）

2024/08/09 桃加工

2024/10/08 マスカット加工



活動内容（試食）

2024/09/16 第一回試食会

2024/10/05 第二回試食会

「ミルク感を下げたい」

「桃の風味を増やしたい」

→香料の増量



イベントスケジュール

・10/27（日） 地産地消マルシェ

9:00～16:00 ＠下石井公園

・11/3，4（日，月） 大学祭

10:00～17:00 ＠ノートルダム清心女子大学

・11/30（土） 岡山市北区の魅力・情報発信事業～北区エキスポ2024～

10:00～16:00 ＠北長瀬未来ふれあい総合公園

・11/16（土）瀬戸内はっくつ！シーサイドマルシェ

12:00～17:00 ＠牛窓町漁業協同組合近くの県営桟橋



活動内容（販売）

10/27（日） 地産地消マルシェ

9:00～16:00 ＠下石井公園

・「これはどこに売っていますか？とって
も美味しかったのでまた買いにきます。」

・外国人（観光客とみられる方）が日本語
で「美味しい」と言って、リピート購入も
してくれた



活動内容（販売）

11/3,4（日,月） 大学祭

10:00～17:00 ＠ノートルダム清心女子大学

・「東京だったら倍の値段で売れると思
う」

・「良いアイスクリームと果物を使ってい
るのが分かる」

・「美味しかったから今日も来た！」



活動内容（販売）

11/16（土）瀬戸内はっくつ！シーサイドマルシェ

12:00～17:00 ＠牛窓町漁業協同組合近くの県営桟橋



活動内容（販売）

11/30（土） 岡山市北区の魅力・情報発信事業～北区エキスポ2024～

10:00～16:00 ＠北長瀬未来ふれあい総合公園

・「寒くても美味しいから食べられる」

・学祭から3回連続食べに来てくれた人がい
た

・直接「本当に美味しい」と言ってくれる人
がいた



使用したポスター①

コーンの上に各果物の
アイスクリームを乗せて
ポップなデザインに

スムーズに注文を聞いて
伝票を作成するため
注文工程をポスター化

フレーバーは実際の写真を
使い果肉感をアピール



ポスター②

果物の魅力を伝えるため
各種の紹介文を作成

遠くからでもわかりやすく
果物の色を背景に



アンケート調査結果

• 実施期間：11/3，11/4，11/30

26票，26%

51票， 52%

22票， 22%

規格外果物の印象について(購入後) ／票数

イメージが大幅に改善

購入前より良くなった

変わらない「規格外果物の印象が
良くなった」と回答した

人は約8割



まとめ

今回の活動を通じて、消費者の規格外果物に対する意識改革を促し、その価値を

再認識してもらうことに成功した。大学祭や北区エキスポで実施したアンケートで

は、Okayammy Ice Cream を食べたことで規格外果物の印象が良くなったと回答し

た人が8割に達した。さらに、「いい果物を使っている」という評価も得られ、見

た目に関係なく品質の良い果物が使われていることを実感してもらえた。

また、規格外果物を使用したアイスクリームは、一般的なアイスと比べてやや高

価格で販売したものの、多くの消費者が価格に見合った価値があると感じていた。

このことから、単に食品ロスを削減するだけでなく、規格外果物に新たな付加価値

を生み出し、市場での受容度を高めることに貢献したといえる。


